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9　月例会 臨時総会
皆様のご協力もあって、調布JCがさらに進化するため、期待の高まる議案
が無事可決されました。尾形議長からのメッセージもとても温かく、卒業
してからのメンバー同志の繋がりに対しても、期待を感じることが出来ま
した。
シニアの先輩方が、サプライズで沢山参加して下さって、卒業しても現役
メンバーとの繋がりを大切にしていることが伝わり、心に響きました。
（専務室『推しの子』事務局　副事務局長 小室七央）

　んぱく相撲女子全国大会
わんぱく相撲の女子全国大会が愛媛県松山で開催されまし
た。調布チームは去年に引き続き2年連続の出場。
選手自体もできる限りの準備をして臨んだ結果、去年を上回
るベスト8という結果を残せました。
メンバーも積極的に参加して、選手、メンバー親子さんも含
め調布チームとして最高の大会になったかなと感じてます。
また来年度は調布で東京都大会が開催されます。
土俵や大会の進行、会場なども含めて来年に向けてのメン
バーの学びになりました。
調布チームが活躍できるよう今後も尽力していきます。
（しこふんじゃった青少年委員会　委員長 直江俊司）

わ

　国大会
公益社団法人日本青年会議所　第73回
全国大会　福岡大会(10/3～６)に多く
のメンバーとともに参加してきました。
卒業式では、全国から集まった昭和59
年組が肩を組み「栄光の架け橋」を合唱
しました。AWARDS　JAPANでは、拡大
褒章部門(優秀拡大LOM賞75名以下の
部)において調布青年会議所が見事ノミ
ネートされました。（理事長　西村啓佑）

全

　月例会 お相撲さんと学ぼう！元気いっぱ
い食育体験
80人の子どもたちがちゃんこ鍋を一緒に作って、
押尾川部屋親方から食育を受けて、みんなでちゃ
んこ鍋を食べる事業を行いました！
3連休の中日でもあったため当日キャンセルが多
くいるかと思っていましたが、多くの方に参加し
てもらいました。会場を貸してくれた覚證寺の方
や親御様にも、毎年やって欲しいとお言葉をいた
だきました。調布青年会議所メンバーにも事業を
成功に導いていただきありがとうございました。
（しこふんじゃった青少年委員会 副委員長   芝岡
竜征）
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　カデミー研修委員会　閉校式
アカデミー研修委員会の閉校式では、実行委員とし
て関わらせていただき、約１年間アカデミーで学ん
できたことを活かしアカデミー同期の方 と々共に打
合せを重ね、無事に成功させることができました。今
後は、アカデミーで学んだことをLOMに活かしてい
き、調布市を盛り上げられればと思います。
（勝てば官軍拡大委員会　委員 木学尚希）

ア

　よならブロック
卒業生として参加しました☆輝かしいスポットライトを浴
びて、レッドカーペットを歩きながらの登場☆☆☆史上
最高の気分、まるでハリウッド女優になった気分でテン
ション上げ上げの1日でした。
ブロック出向をして、本当に新しい出会いが沢山あって、
ロムとはまた違った感覚で楽しめました。
生きるパワーの強い仲間と会えて、私も強くなれる理由
を知りました。
（専務室『推しの子』事務局　副事務局長 小室七央）
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世

　月例会 臨時総会
今年卒業の議長の吉野君、事前リハーサルを重ね、堂
々たる進行と「役職者は、人を強くも弱くもする」といっ
たスピーチがメンバーの胸に刺さりました！今回は「個
人の力を合わせて、協力していくからこそおもしろい」
という組織の基本に立ち返ることが出来て、そこから得
られたものは私自身とても大きかったです。
『ちゃんと、おもしろく。完』
（専務室『推しの子』事務局　副事務局長 小室七央）

　月例会　調布青年経済人会議2024
JC×青年部 チキチキ世界のテーブルゲー
ムを遊び尽くせー!!
「調布青年経済人会議」と題し、調布市商工会青年
部と調布青年会議所の2団体の交流会を開催しま
した。今回は交流の潤滑油として、世界のボードゲ
ームを取り入れ、飲食を交えながら楽しい時間を共
有しました。ボードゲームを通じて自然と会話が生
まれ互いの距離が縮まり、多くの方から「楽しかっ
た」「またやりたい」との声をいただきました。この
ような例会を通じて、両団体が親睦を深めるきっか
けを提供できたことを嬉しく思います。今後も交流
を活性化させる取り組みが継続されていってほし
いと考えております。
（調布をおもしろくする！まち委員会　委員長 井手
籠直樹）
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　界会議
季節外れの台風が直撃するあいにく
の天候でしたが、台湾の地で世界会議
が開催されました。ジャパンナイトで
はハロウィンをモチーフに世界各国
から集まったJaycee同士で楽しく盛り
上げた交流ができました。很有趣！
（副専務兼財務担当理事　粕谷太郎）

あ　りがとう関東地区
ありがとう関東地区に参加してきまし
た！本年は東京JCの山本会長が関東
地区の会長を務められたこともあり、
東京ドームホテルでの開催となりまし
た。東京以外のメンバーとの交流があ
り、文化や歴史の違いを感じることが
できました。
（副理事長　山城拓也）
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　好ロム調印式
この度、フィリピンのオロンガポJCと友好ロム締結されました。
7月に現地へ伺ってから何度も連絡を重ね、無事に調印式を行う
ことが出来ました！調布JCに国際の機会が増え、様々な交流が出
来ることを期待しています。salamat po！！ （専務理事 喜多雄章）

友

　業例会・納会
12月第二例会卒業式・納会にご参加頂いた皆様あり
がとうございます。多くの新入会員が居た中、卒業と
いう門出に立ち会えたことは非常にいい経験を見
せる事ができて、大変嬉しく思っております。12月第
二例会の担当を終えて、卒業式まで調布JCを紡いで
きた先輩方の集大成を形にできる伝統的なこの式
を今後も継続していかないといけない使命感を感
じましたので私も現役中は調布JCに貢献できるよう
努めてまいります。ありがとうございました。
（勝てば官軍拡大委員会 委員長 嶋田健人）

卒



ご卒業おめでとうございます！
Congratulations on graduating!

粕谷 洋亮 君
本年度、2012年から13年間お世話になった調布青年会議所を卒業致します。
2012年の拡大委員会メンバーに始まり、それぞれの年の委員会メンバー、2022年に理事長をやらせ
て頂いた際の理事メンバー、特に山口専務、そしてボクと関わってくれた全てのシニアクラブの先輩
方、ホントに多くの方にお世話になった13年間でした。
関わって頂いた全ての方に感謝をすると同時に、これからの調布青年会議所メンバーにとって、この
会がボクが感じたような素晴らしい会であり続ける事を願っています。
本当にありがとうございました。

西村 啓佑 君
調布青年会議所で過ごした8年間、本当にたくさんの出会いがありました。人と出会うことで、新し
い視点を知り、考えが広がり、自分の世界が大きく変わったと感じています。その中で、理不尽な状
況や困難に向き合う場面もありましたが、そうした経験を通じて、自分の好きなこと、苦手なこと、
そして大切にしたいことがよりはっきりと見えてきました。気がつけば、自分の人生の指針がより確
かなものになっていたように思います。何よりも、この場所で出会えた仲間や先輩方、そして多くの
方々とのつながりが、私の人生のかけがえのない財産です。すべての出会いと、私にこのような機会
を与えてくれた調布青年会議所に、心から感謝しています。これからも、この経験を胸に新しい挑戦
を続けていきます。本当にありがとうございました！

尾形 貴紀 君

たった３年間でしたが今まで自分が聞くことも見ることも体験する事のない時間を過ごせました。
特にラスト1年間は「いつもの自分が選ばない道を選んでみよう」という思いを元に歩みました。
今後事業をしていく上でも大きな自信につながったと思います。
特に仲間が増えたことが1番の財産です。メンバーの皆様ありがとうございました。
そしてこれからもよろしくお願いします！

小林 健太 君

小室 七央 君
JCはみんな強烈すぎる個性があって「違うから、おもしろい」を実感できた３年間でした。
試練にぶつかり、残り半年でやる気スイッチがプツンと切れてしまいましたが、それでも卒業まで走
り切れたのは、調布メンバーや、ブロックの仲間たちが真剣に話を聞いてくれて、朝まで付き合って
くれたからです！大人になってこれほど、かけがえのない仲間が出来るとは思っていませんでした。
辛い事があったからこそ、自分が周りに支えられている事に気付けました。入会当初の目標『終電で
帰る事』は難しそうですが、自分らしく『ちゃんと、おもしろく。』これからも生きていきます！
大変、お世話になりました。

吉野 啓太 君

現役時代は本当にありがとうございました。
現役、シニアのメンバーや色々なメンバーにお世話になり感謝の言葉しかありません。
これからも調布JCのさらなる発展を祈っております。
JCでの思い出は様々な事がある中で様々な人と出会えた事が本当に財産です。
短い間でしたがありがとうございました！

髙木 慶太 君

皆様お世話になりました！
本当に楽しいJCライフでした！
たまには構って下さい！
応援しています！

井手籠 直樹 君
井手籠です。このたび、調布青年会議所を卒業することとなりました。在籍中、大きな成果を残すこ
とはできませんでしたが、皆様とのご縁に支えられ、数々の思い出と学びを得ることができました。
小曽根くんは公私ともに親しく接してくれ、慶太くんは仕事を通じて多くの刺激を与えてくれました
慎一郎くんのJCでの出世は誇らしく、だんぺいくんの飲み会でのトーク力には心から楽しませてもら
いました。洋亮はどこか憎めないキャラクターで場を和ませ、小野寺くんの「点描の唄」は本当に上
手で、素晴らしい時間を共有できました。そして、嶋田健人くんはお父様と2人で応援して頂き、尾
形くんとの同業ならではの会話は特別な時間でした。この経験を糧に、卒業後も地域の一員として前
進していきたいと思います。本当にありがとうございました。

。

小野寺 正 君
私が「JC」という旅に出てからおよそ３年の月日が経った。37歳の冬、寒空のもと山梨のとあるゴル
フ場の片隅で誘われその旅は始まった。この旅がこんなに長くなるとは自分自身思いも寄らなかった。
アカデミー出向からじゃがいもクラブ会長へ。その後、自分の人生の大半を占めるものとなった。JCは
どんなときも俺の心の中心にあった。JCは本当に多くのものを授けてくれた。喜び、悲しみ、友、そし
て試練を与えてくれた。もちろん平穏で楽しいことだけだったわけではない。それ故に、与えられたこ
とすべてが私にとって素晴らしい“経験”となり、“糧”となり、自分を成長させてくれた。
最後にこれだけは伝えたい。そして最後まで信じ応援し続けてきてくれたみんなに、心の底から一言を
“ありがとう”

。
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